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　前立腺肥大症は中高齢の男性に
多発する疾患である。泌尿器科医
にとっては最もなじみ深い疾患で
あり，一般社会からも最も泌尿器
科的な疾患と考えられているだろ
う。それ故に，前立腺肥大症につ
いては診療レベルを常に Update
しておく必要がある。この度出版
された「前立腺肥大症日常診療マ
ニュアル」は，その目的に最適な
本である。
　本誌は，この分野の世界的大家
であるKirby博士とGilling博士に
よる，その名もズバリ Benign 
Prostatic Hyperplasiaという本の
翻訳である。初版は 2001年であ
り，この度の出版は，原著は第 7
版，日本語誌としては改訂第 3版
となる。原作の特徴は，いわゆる
アメリカ的というか，とにかく内
容や書き方が実践的であることで
あろう。それを訳したこのマニュ
アルにもその特徴が生きているこ
とは当然であるが，単なる翻訳本
ではないことにも注目すべきであ
ろう。訳者の勝岡洋治博士による
日本語がこなれているというだけ
でなく，わが国の諸学会が出して
いる各種のガイドラインや用語集
を尊重して，日本人により使いや
すくなるような工夫が随所になさ
れている。

　内容を順に見ていくと，まず疾
患の一般的で基本的な事項とし
て，疫学や病因に関する知識が提
供されている。続く診断では，症
状の質問方法からはじまり前立腺
癌の鑑別にまで話題が及ぶ。その
中でも PSAの取り扱いに関する
記述がとくに注目に値するであろ
う。治療に入ると，内科的治療で
は使用される多様な薬物について
個々に解説するだけではなく，併
用治療の方法やその意義づけも明
確にされている。外科的治療で
は，TURPを初めとする旧来の手
術以外に，いわゆる低侵襲性治療
とされるレーザー治療などの最近
の治療方法が紹介されている。各
治療の解説に続いて，より実践的
な解説として治療方針を決めると
きの考え方も書かれており，これ
がなかなかである。具体的には，
経過観察や生活指導も有力な治療
オプションとなりうること，治療
は有効かどうかだけではなくその
効果の大きさを加味すべきこと，
治療の当たっては性機能への影響
についても同時に配慮すべきこと
などである。更には，治療を行う
うえで今後考えていかなくてはな
らない諸問題についても述べてあ
る。すなわち，治療に要する費用，
長期的な治療効果，随伴する前立

腺癌，診療を担当する医師の分業
体制などである。また，最近では，
前立腺肥大症は前立腺の疾患とし
て単独に扱われるというよりは，
性機能やメタボリック症候群を含
めた男性の健康（Men’s Health）
の中で，それを構成するひとつの
疾患として捉えられるようになっ
ている。このマニュアルにはその
ような新しい観点も盛り込まれて
いるのが特筆される。
　最後に訳者による追録として掲
載されている 3つの話題も魅力的
である。男性の下部尿路症状の把
握のためにもっともよく使われて
いる IPSSについては，その重症
度の取り決めが解説されている。
治療に関しては，デュタスタリド
治療にともなう PSAの扱いなど
に関する注意点や，ごく最近にわ
が国でも承認されたタダラフィル
の作用機序や臨床効果について，
いずれもその要点が要領よくまと
めてある。
　これらを通観して感じるのは，
この本が一貫して患者のために，
常に患者を意識して書かれている
ということである。このマニュア
ルは，前立腺肥大症の診療に関わ
る全ての医師や医療関係者にとっ
て座右においてしばしば参照すべ
き資料として誠に適切な書籍であ
り，これ以上のものは望めないで
あろう。ご一読をお勧めしたい。
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